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論文の内容および審査の要旨

Ⅱ級1類 不正咬合の治療に用いられる機能的矯

正装置のTwinBlockAppliance(以 下TBA)に 与

える構成咬合量には,2段 階で行 う方法や,下 顎

を一度に大 きく前進 させ る方法,2mm前 進を段階

的に増加 させていくステップワイズ前進法がある。

モーションキャプチャーシステムは,顔 面軟組

織上の動態解析が可能であ り,こ れまで顔面の動

態解析によって,適 切な構成咬合量 を検討 した報

告 はみ られ ない。そこで本研究ではTBAに よる

顎運動時の最適な構成 咬合量を明らかにすること

を目的に,顔 面軟組織の動態を検討 した。対象は,

成人男性の Ⅱ級1類 不正咬合10名 およびI級 不

正咬合10名 を選択 した。測定部位 は,左 右前頭

結節,メ トピオンとグラベラの中点,グ ラベラ,

左右眼窩点,鼻 尖点,鼻 下点,左 右鼻翼点,上 唇

点,左 右鼻翼点と口角結節点の中点,左 右口角結

節点,下 唇点,左 右口角下部点,軟 組織 ポゴニオ

ン,左 右下顎角部に設定 し,直 径3mmの 半球体の

反射マーカーを付着 し,被 験者を座位で自然頭位

をとらせた。額の3点 で作られる平面を基準に し

た座標系 を設定 し,下 方18点 の三次元的な位置

を時系列データとして表現 した。

下顎前進量 は,TBAの 上顎 ブロック内に内蔵

した10mmの スクリューを用いた。

タスクは Ⅱ級不正咬合者(Ⅱ 級群)のTBAの

未装着時(未 装着群)と 装着時(装 着群),I級

不正咬合(I級 群)で は未装着時で10秒 間2Hz

タッピング運動を行わせた。 Ⅱ級装着群は,下 顎

に対 し垂直的に2mm,前 後的に前方0,2,4,6mm

の各条件で行い,10回 タッピングの最大値,最

小値 を記録 し,各 測定部位のマーカーについてx

軸,y軸,z軸 方向の平均移動距離を算出した。

結 果:1.未 装着時の顔面軟組織移動量

未装着時におけるⅡ級群の左右方向移動量は,

未装着時のI級 群 と比較 して左眼窩点,右 眼窩点,

鼻尖点,鼻 下点,上 唇点,右 口角結節点,左 口角

結節点,右 口角下部点,左 下顎角部,右 下顎角部

において有意に小 さかった。Ⅱ級群の前後方向の

移動量は,I級 群 と比較 して右鼻翼点で有意に小

さかった。

2.下 顎前進移動時の顔面軟組織平均移動量

Ⅱ級未装着群 をコントロールとして Ⅱ級装着群

の平均運動量 をみると,前 後方向では,6mm移 動

時の鼻尖点,鼻 下点,右 鼻翼点で有意に移動量が

大 きく,上 唇点では4mm移 動時に,前 後方向およ

び上下方向移動量が有意に大きく,左 口角結節点

は,4mmお よび6mm移 動時左右方向で有意に移動

量が小さかった。右口角結節点は,前 後方向にお

いてOmm,2mm,6mm移 動時で有意に移動量が小 さ

かった。左口角下部では,左 右方向で2mmお よび

4mm移 動時において,前 後方向の2mm移 動時で有

意に移動量が小 さかった。

3。 オーバ ージェッ トと顔面18か 所の移動距

離の相関は,下 顎4mm前 進時に上唇点において相

関係数r=-0.656(p=0.039)で 負の相関が認

められた。

Ⅱ級1類 不正咬合の上唇の運動量は,I級 群 と

比較 し左右方向で小 さかったが,下 顎4mm前 進時

に上下方向および前後方向で増加 したことから,

TwinBlockApplianceの 適用 によって上唇の運

動機能を回復する可能性が示唆 された。

本審査委員会は,平 成18年12月27日 に開催 さ

れ,最 初に申請者により本研究の内容の説明が行

われた。質疑応答がなされ,タ イ トルの一部修正,

語句の修正,三 次元的分析の追加,図 表の修正お

よび追加,本 文の整理が求められた。副査からは,

TBAの 作用,対 象資料 の選択 に関する質問がな

され,申 請者 からそれぞれ的確な回答が得 られた。

後日,デ ータの追加に伴う本文の修正および図表

の変更について確認 し,適 切 と判断 した。

本研究で得 られた知見は,適 切な構成咬合量を

決める上で,極 めて意義深 く,歯 学の発展 に大き

く寄与 し,か つ専攻領域の学識についても十分な

識見を有 していると判断 したので,学 位授与に値

すると判定 した。
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